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▼緊急特集•追悼/山田花子 . 3 

杉作 J 太郎 •「氷雪® f 撃作戦」 . 4 

谷弘岛 •「怪人 •蠅 妖夢の愛液」 . 59 5 

イタガキノブオ • 「ヴ アリアント」 ⑤ . 8 

安彦麻理絵 •「情緒不安定な快楽主義」 . 91 8 

松井雪子 •「プ I ドル奇譚」 . 99 

吉田戦車•「勘吉と兵太」 .. 

菅野修 • 「幻のゆくえ」 .. 

三本義治•「結婚一丁」 .. . 127 I 

沼田元気# 「憩^真帖」⑮ .. 

泉晴紀 •「うき 一 て 一発！」⑦ .. 

中サワヒデキ •「赤裸々な束子」② .. M 

三橋こ揶 •「 UFO の 時間」 . . 

みうらじゅん #「fDE z & TITY 」 ⑪ . 171 1 

ひさうちみちお•「守敏」後編 .. 

QBB •「とうとうロボが来た/」中編 . M 

唐沢商会 «「The Taoof sex 」 ② . s 

上原摩泥 # 「 zozozo 」 ⑭ . . 

津野裕子 #「 BSC 隊 14 団の救助訓練」 . « 

根本敬 • 「エリッィン、カスピ海にゴルビ—を捨てないで」③ . M 

特別企画 •対談「『黄金の 夜明け』のまえに」 

大越孝太郎 X 和嶋慎治+鈴木研一(人 1111 椅子一 ……76 
ガロ名作劇場⑦ • 「ガロから巣立った一流 作家」 

矢口高雄•池上遼ー ィンタビュ— . 235 


へ^レ7 I 



MEGARO MIX. 6 

土橋とし子# 「 W 空脳 i : 満腹 _ 報」 . 邪 

上野昂 志 • 「黄 tt 映！：館」⑥ . . 

松 沢 呉 I •「眠リw 沖縄漫遊 rliL」⑬ .M 

高杉 弾 # 「 fl ! r 楽部ィレギユラ—ズ」 . S5 

四方田犬彦# 「犬も歩けば」® . 卯 

久住昌之 • 「川たとこ勝ぶ」⑥ . ^ 



表紙イラスト#山田花子目次イラスト#知久寿焼 
表紙フォト •岩切等表紙 デサイン#原口健一郎 



































フアンの熱いラヴコールに応えて甦る珠玉の一冊- 

透明癌信 鈴木翁二 5 


\ / 


■ A 5 判上製■定価彳500円 ■ 

それはいつだって 
ひそかな愉しみを 
少年の熱っぽい心に 
約束してくれました—— 


，•マパ•广‘ 


A r. ^f/r\ 




7 月 2 日発売予定 


コイソモレ先生 

しりあがり寿著 

7月25日発売予定 

装幀 • スージー甘金 




どんなに悲しい時 
もあのヒトは…… 


WfM 


丘の上に • 


麵_ 



そしてアナタの隣 電車の中に . 

りに…… 

B 六変型上製 定価980円（本体価格951円） 青林堂 

















鬼才•水木しげるが、不遇の貸本時代 
に描き残した幻の作品群が、今甦る♦グ 
現在では既に入手不可能な初期貸 
本単行本が、カラー頁まで完全復亥 IJ 、 
箱入上製本の決定版で堂々の刊行。 


|藏鲁翻 

郎の連作5篇は、以後33年以上も描き継がれる鬼太郎伝 
説の原点といえる。368頁一挙掲載の完璧版。 
■上巻/幽霊一家墓場鬼太郎 
地獄の片道切符 

■下巻/下宿屋 あう時はいつも死人 
■ B6 判並製、上下巻セット箱入 ■各 巻約200頁 
■カラー 頁完全再現 ■定価 3，800円（本体3，689円） 
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fr 
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第1期貸本作品篇(全10巻） 

mm 

貸本時代の代表作「プラスチックマン」「ベビー Z シリーズ」 
「スポーツマン宮本武蔵」「恐怖の遊星魔人」「サイボーグ J 
などをカラー頁まで完全復刻。 

■ B6 判上製箱入、各巻平均140頁 

■完全 限定1，000部、各巻番号入 

■全巻 完全予約制 ■頒価 3，800円 

■申込みは62円切手同封の上 

〒151渋谷区初台 1-47-1 小田急西新宿ビル 4F 

㈱ツァイト出版部まで 
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資任編集/かごめ しゃ 籲編集協力/ ㈱ ツァ仆 • 発行/ ㈱ 青林堂 



iek 雑誌02511 -8 定価440円（本体427円) 











B illi*l£iiis_ 


1 11 階 s 飛び降リ 

死ぬ T 一十四日夜ヽ白野市、 
百草、住宅•都市整備公団 
「百草団地」一街区五の三 
で、女性が二階屋根部分に 
倒れているのを住民が見つ 
け、一一〇番通報した。こ 
の女性は多摩市内の無職 A 
子さん0一 四)で、間もな<死 
亡した。十 S の通路にい 
すが置いてあ？9ヽこのいす 
を使って手すりを乗り越え 
飛び降りたらしい。 

(日野署調べ) 


49-42卑5み240|1|山扭花子さんは 
t 表を—つた1 ( 享年％歳 X 





















4 ツ葉のクロール 

(その®) 


山田花子 















































































































































4 ッ葉のクローバー 

(その©) 
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ガロに投稿し、ボツになった作品 



本 r くぼたなおみ』 



im&u<f す •• 的 InsulrattoMSL tt* 
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天 



( HKE より)「赤木くんメモ」 


山田花子：年譜 

196 7年(〇歳) 

6月10日、趣余ノ水二||8院で 
高裕子の長女として生まれ 
る。大人しく、よく眠る赤ん坊であ 

つた。 

1970年 (3 歳) 

世田谷区経堂から、多 iHe の公団 
隹乇へ転辱車のセ—ルスマン(後 
に廿|業に^%)の父、小、 j 子^® 

の母、 I 歳下の妹、祖母、叔母との, 
6人家族。 

1971年 (4 歳) 

桜ヶ丘第|堡_入罔昆虫図鑑- 
と i 図鑑、 擊(佐々木マキ著『や 
つぱり才才カミ』)を眺めて暮らす。 
画用紙を束ねホチキスで綴じ、子リ 
スを主人公にした^4を何作も創る。 

I 人で玩具で遊ぶ時も、物語りを創 
りながら遊んでいた。 

19 7 3年 ( 6歳) 

多憲：：！竜ケ峰小学校入学。水木 


しげる、赤塚不二夫、震かずお、 
日野日出志、ジョ—ジ秋山等を4基 57 C 
する漫画好きの子供。友人と合奏や 
劇の^:'漫画本創り、イタズラ等 
をして遊ぶ。 

1979年(12歳)〜 

多 i ユ和田中学校入学。中2の 
時、いじめに遭い、自^^。人間 
不信に陥る。 

漫画 { f 葛し、講談社『なかよし』 
に投稿、入選。短麗『なかょしデラ 
ックス』に「裏町かもめ」といぅ。へ 
ンネ—厶で i 。 

1982年(15歳)〜 

私立立川女 i 鼠校入•学。ほとんど 
学校へは行かず、家で寝込む日々が 
続く 〇1年で中退。 

この頃、ガロを知る。根本敬、蛭 

子®、丸尾 S 、 藉和|、鈴木 
翁二' 鴨益仁、井口真五尋の作品 
を®® f とくに根本敬に強く男8日を 
受ける。 

ガロに何度も投稿、 tlJr 漫画家 
を誇めよ、つかと思つている時、高杉 
弾の日で®*を志す。！**ナザイ 
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小説「生きていても大丈天 J 
(『グラジオラス J より） 
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マンガ制作メモ 
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ンの WQ 子校への入*: WM を得るた 
め、バイトをしながら通®^®を受 
け、 18 歳で大検に △ 撂する。 

長谷川集平の_学校へ通う。級 
友と同人誌『天 P を創る0 
1985 年( 18 歳)〜 

日本デザイン§子校クラフイツ 
クデザイン科に入学。 

篱少玄页原マスミ、あがた森 
魚、戸川純、とうじ魔とうじ、根本 
敬の名鏡放同盟のライブに通う。 
1987 年( 20 歳)〜 

妹とバンド「クラジオラス』_ 
自作の歌をキ—ボ I ドを弾きながら 
唄う。ライブハウスに2回程出湾 
個人誌『クラジオラス』を創る0 

两学に、講談社『ヤ 

ングマガジン』のちばてつや賞に入 
選。同誌に『神の悪フザケ』を讓。 

( SS 終了後はコラムを SS ) 

198 9 年( 22 歳)〜 

『男心』でガロ 811 T に登(以 

来92年？ 311 r まで、一賈作品を発 
表)講談社から初の単行本『神の悪 
フサケ』を上梓。 90 年に小社から 2 


作目『嘆きの天使』上梓。 

石丸元章のラジオ S に出演、自 
作の漫画を朗読する 091 年—，健 
康』から脚本の籍。映画『一1の 
人』出演。 TVK 『フアンキ—トマ 
卜 91 』根本敬の『世紀末 8 漫画教 
室』、日本テレビ『元 m が出る TV 』 

に出 iT 白夜晝房のパーティで一人 
n ントを演じる。 

91 年秋頃、「漫画描く気力がなぃ」 

と妹に漏らす。 

頻繁にメモを付ける、話している 
S 大然立ち去る等の奇行が目立つ。 

日記に「友人も恋人も親も兄弟も 
いらない。自分は天涯孤独でいい」 

とある。 

1992 年( 24 歳) 

3月4 日、！一^裂症の為入嗎 
軽いので 3ヶ月 程の入院で治る との 
医師の診明 

5月23 日？^実家へ戻るが、「漫 
画は当分描かない」と仕事の道具を 
アバ—卜へ置きに行く。 

翌 24 日夕刻' WIE 地の 11 階から投 
#' i 





























道をひとつ歩くのよ 
うしろ姿のみじめらしさ 
そのうし ろで 
お日さまが笑う だけ 


バカな女だ 
バカな女だ 
だれが悪いのか 
いいえぼくたち 
いいえぼくたち 
悪いのはぼくちやん 
そうよ ぼくたち 
そうよ ぼく.たち 
悪いのは世の中 
いいえぼくたち 
いいえぼくたち 
悪いのは世の中 
この世の中が うまく 
行くことを祈りましよう 

その手の中に握手をしよう 
何で世間を気にするの 
道行く人に 
おじぎをして 
そのうしろで 
あなたが笑うだけ 


ゥブな男だ 
ゥブな男だ 
だれが悪いのか 
そうよ 私たち 
そうよ 私たち 
悪いのは私ちやん 
いいえ私たち 
いいえ私たち 
悪いのは天国 
そうよ 私たち 
そうよ 私たち 
悪いのは地獄 
早く天国と地獄へ 
行つてお休みしまし 


上 

1 






























































『それでは山田花子さん、 

さよぅなら。』 一^子能収 
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私はこの世で一番恐ろしいのはしぬこと 
であるから自ら 死を 選ぶ ことは絶対にあり 
得ない と 思つていますけど、山田花子さん 
の実家へ線香をあげに行く時、マデイさん 
と一緒に高幡不動の駅で根本さんを待って 
いる時にマデイさんが死ぬことよりも生き 
ている方が辛い時もあるんじゃないのとい 
いました。 

そんな こと あるかな、 と 私は思いました 
けど私は咄嗟に「そうね、行きてる方が辛 
いつて こと もあるね」 と 言つてしまいまし 
た。 

私はいつもこういう方法で生きているの 
かも知れません。山田花子さんは、こ、っい 
う風には生きれなかったんだと思います。 
純粋な芸術を志している人だったのだと思 
います。 

さようなら、と言うしかありません。そ 
して感動すると言うか、よくやったと言う 
か、言葉で書くと私の人格を疑われそうで 
すが、 芸術を志している人が死を選ぶ時、 
それは命を賭けた最大の芸術を貫行したと 
いうことになるのではないかと思うのです。 

彼女は最大の芸術を完成させ、死霊にな 
って私達が驚く様子を見て笑っているので 
はないで しょう か。 ウス 笑いを浮かべ、私 
達の家の回りを飛んでいるような気がしま 
す。「どう、 面白 かつた？」と 問いかけなが 
ら 。布いです。 私達は もしかすると 一生、 
山田花子さんの霊に監視され続けるのかも 


知れませんから。 

山田花子さんと最後に交わした言葉はこ 
うでした。私が「山田さん最近ガロにマン 
ゴ «いてないんじやないの？」と言うと「ガ 
口読んでもないくせに、読んでから言って// 
それから蛭子さんは、もっと面白いマンガ 
苗いて//:」と言うものでした。実に棘々し 
く言うので私は恐ろしかったですが、なぜ 
に# T 私のファンだと言ってた年若い女の 
人に、 こんな口調で言われなきやならんの 
か？ と心の中で^きました 
だけど彼女の言うことが当たっているか 
ら自分で情けなくなっていました。ガロを 
売んでないと言うことと面白いマンガを描 
いてないことが当たり。 

私は今、山田花子さんの死霊に言いたい 
ですね。面白いマンガを描けなくても、生 
きてれば面白いことはありますよ、と。生 
きて る人に向かって反論するのは難しいけ 
ど死人に反論するのは楽だな—なんて言っ 
たりして。 

山田さんに会った回数は全部で10回位で 
したが、顔を会わせると何かィヤなことを 
言われそうでドキドキしました。そのドキ 
ドキするのが非常に良いのです。ドキドキ 
しないと面白くありませんから。 

それでは山 田 花子さん、さようなら。と 
言っても、この辺りをウロウロ見回して い 
るでしようけ ど。 






内田春菊 

花ちやんのこと 

物静かではあったが、けして暗い人で 
はなかった。 そこら へんの温室育ちで女 
王体質の漫画家なんかよりよっぽど社交 
的で：^正しく、一人でもいろんなとこ 
ろへ出かけていける人だった。エスケン 
さんの ライブ やパーテイーで会ったり、 
また、私のバンドの ライブにもよ く来て 
くれた。ヤングマガジン誌の担当氏も彼 
女が紹介してくれたのだし、 

「リイド社は自由に描かせてくれる会社 
ですよ」 

などと、 仕事の ことについてもいろいろ 
教ゎった。 

あまり長く 話した ことは なかったが、 
たまに冗談とも本気ともつかないような 
ことを 言っていたずらっぼい*^ を 浮か 
ベているので、 

「花ちやんてば またそんなこと 言つて」 
と言うと、 くすくす と笑う〇 fEt 发いだけ 
でなく、色っぽい人だったと思う0 
花ちやんの漫画にも不思議ながあ 
った。講談社から出た方の本だったと思 
うが、女の子が男の子に多少強引に押し 
倒される所があって、を舐められた 
りす るんだったかな、 そこを 見た ときす 
ごく どきどぎ した。男と女の現実から 目 
を そらさない 人だけが引き出せる興奮だ 
つた。絵に関してもいつも試行錯誤を繰 
り 返して いる 感じで、たのもしかつた。 

私はライブ会場などで彼女を引っ張り 
回し、周りの人に紹介したりした。 


「今女性の漫画家の中で一番エキセント 
リックな山田花子ちやん」 

と言うと' 

「そんな あ」 

と恥ずかしそうにしていた彼女を私は忘 
れない。なんだかこんな風に書いていて 
も未だに信じられないんだけど、彼女は 
自殺してしまつた。これも、現で、そ 
してちやんと受けとめなければいけない 
という意味で、大切なことなのかも知れ 
ない。心からご冥福を祈つています0 

赤田祐一 (飛鳥新社•書籍編集部) 

山田花子印象記 

彼女はどう思つていたか知らないが、 
僕は山田花子を年下の友人のょうに思っ 
ていた。彼女と初めて仕事をしたのは1 
989 年の春で、僕がまだ少女雑誌『ポ 
ップティーン』の編集部にいたころの話 
だ。そのころ僕は毎日のょうに新人で面 
白そうなマンガ家を探していて、彼女の 
マンガに出会った。『ヤングマガジン』に 
掲載されていた「神の悪フザヶ」を読ん 
だのだ。そのころはまだ『ガ ロ』 に作品 
を発表していなかつた。まわりからバカ 
にされ、笑われ、それでもしくじつてば 
かりいる悲しい女の子を主人公にした学 
園マンガだった。暗い哄笑が画面から聞 
こぇてきた。山田花子の絵はへタクソだ 
った。でも、強烈なィンパクトがあった 
ので、僕は一発で気に入つてしまつた。 
そのとき感心したのは、彼女のマンガが 
実にオリジナルで、誰の真似でもないと 
ころだった。登場人物がみんな昆虫みた 


いに見ぇるのだ。山田花子は日本のマン 
ガ家というより、ニユーョ I クで発行さ 
れている前衛マンガ雑誌 『 RAW 』 あたり 
に掲載されている神経症的なコミックの 
雰囲気に近いものを持っていた。イラス 
卜の仕事をお願いしたいと思って会う約 
束をした。 JR ¥ 野駅の線路沿いにあ 
る古ぼけた喫茶店を道疋された。しばら 
く待っていると、ベレー帽に丸いサンダ 
ラスをかけた女の子が小走りに駆けてき 
て、喫茶店のキイキイ鳴る木の扉を開け 
た。彼女が山田花子なのだ、とすぐに思 
った。「遅れてすみません。夕方まで板橋 
の工場でバイトしているので…」と言つ 
たので、若いのに大変なんだなと思った0 
山田花子はどこかフニヤフニヤした印象 
のある内気な女の子だった。カフェオレ 
か何かを注文したので、打ち合わせを始 
めようとしたが、彼女はまだサングラス 
をはずそうとしなかつた。それでなくて 
も、うつむきかげんで向かいあっている 
から、話がしづらいなと思っていたら「自 
分は対人恐怖症なんです」と教ぇてくれ 
た。初めての人に会う時は、必ずサンダ 
ラスをかけないとダヴらしい。僕たちは 
まるで山田花子のマンガのようだった。 
なかなか彼女のほうから話しかけてこな 
いので、気まずい沈黙がしばらく続いて 
いた。僕は焦って頭の中で話題を探して 
いたら、「神の悪フザヶ」の中に、確か大 
概ケンヂにそつくりなキヤラクターが出 
てきたことを思い出したので聞いてみた 
ら、"ナゴム•レコード"の大フアンなん 
ですと教えてくれた。初期の"筋肉少女 


帯々や"人生々がどんなに素晴しかった 
か、"死ね死ね団，の$が1メートル近 
いモヒカンをしていることなどを、実に 
うれしそうに話してくれた。そう言えば 
メジャ！デビユー以前のヶたま々の存 
在を教えてくれたのも山田花子だった。 
ぼくは「山田さんはナゴムギャルなんで 
すか？」と聞いてみた。ナゴムギャルと 
は、ラバーソールに 一一 I ハイにオダンゴ 
頭でナゴム系バンドの追っかけをしてい 
る女の子の総称だ。「以前はそうだったか 
もしれないけど、今は違います。最近は 
ナゴムにも無神経なフアンが増えてきて、 
ステしシの最前列で騒いだりするナゴギ 
ヤがとてもイヤです」と否定した。でも 
僕は、山田花子という人は、ナゴムギャ 
ルがそのままマンガ家になった女の子だ 
と思った。"筋少"や"人生"を聞いて育® 
ってきたひ弱な20代の中から、新しいク 
リエイターが生まれ始めた点に、僕は興 
味があった。彼女のマンガがこれからど 
のょうに変わっていくのかを見て行きた 
かったのだが、それは果たせなくなって 
しまつたので残念に思つている。どうし 
て死んでしまったんだろう。最後に山田 
花子を見かけたのは『無能の人』のスク 
リーンに登場した姿だった。 

マディ上原 

僅かな会話と思い込み のこと 

山田花子さんとは数回しかお会いする 
_がありませんでした。昨年の夏、渋 
谷のギャラリーで根本さんに紹介してい 


ただいたのが初対面なのでした。 

それほど 時を置かず、同じ 5®^ で 2 度 
目にお会いしたとき、何か話題を、と思 
いたち「籍だけが残つている離婚 aH'I で 
別居中の女房が山田さんのフアンなんで 
す…」 と切り *33*^ と、つぶや^^ように*^ 
声で「嬉しい」 と 答ぇてくださつたので、 
「何かの席でご一緒するようなこともあ 
ると 思いますが、その時は仲良くしてや 
つてください」と、妙な付け足しをした 
のでした。 

半年を経て今年、吉祥寺のラィヴハゥ 
スでお会いしたときに、八 r ® は山田さん 
から話しかけてくださり「どうも根本さ 
んはマディさんのことを気に入つている 
みたいだから仲良くしてあげてください 
ね」 などと仰いました。間に半年を挟ん 
で、蜜口が一つぎごちなく成立したよう 
な、変な具合で、お互い少し照れた…よ 
うな気がします。 

しかし私としては、 はなはだ^^に、 
会話こそ少なかろうが、我々は同じ陣営 
の_家で志すものは近く、了解し合う 
fe 、 多で ある…と 思い込んで 居りました0 

今となれば、それは大きな思い違いで、 
私は山田さんのことを何も判つていなか 
つたと気付きます。あんなおためごかし 
の会話でなく、もつと色々と話してみた 
かつたと思います0 

そ- i て、少な^とも知るかぎり私の周 
りの人達は皆彼女を好きだつたのに、ま 
るで彼女はそれを知らなかつたみたいに 
思えてしまえる ことが残念です。 才能に 
満ちた、とても可愛い方でした。御冥福 


をお祈りします。 

花輪和 I 

山田花子さんの作品は「ガロ」の中で 
も読みやすくて、内容がわかりやすくて 
私の好みに合っていたので毎回読ませて 
いただいておりました。いつも作品には 
自信のないょうな主人公が登場して、へ 
マをする姿が哀愁があっておもしろかつ 
た。絵の線がクネタネした感じで、これ 
もストーリーに合っていたのかも知れな 
い。このままいつぱい描けばますますお 
もしろ くな つていつたと思いますが、と 
ても残今心です。御冥福を心ょりお祈り申 
し上げます0 

ジ In 内山 (俳優•パンク映画評論家) 

山田花子さんとの出会いは、彼女が僕 
のライブ「エレフアン島カシマシ危譚」 

を観に来てくれた事が始まりでした。電 
話予約の名簿に山田花子という冗談みた 
いな备刖があり、もしかしたら本名かも 
知れないし、関西系のお笑いでこんなの 
いたな…と思つてたら宝島で イラストを 
発見し、漫画家だと分かりました。皆に 
聞くと変わつた作風との事、コレはスゴ 
イと思い、彼女にライブに来てもらつた 
お礼の電話をかけました。そうしたら ラ 
イブはとても面白かつたと眷 E めてくれた 
ので、僕も山田さんの絵が好きですと 言 
つたら、何とその後で* e 「嘆きの天使」 
を送つてくれたのです//:感激して、また 
電話をかけ「裏表紙のの花子さん、 


キレィです ね」と言ぅと ですょ、 
と笑つてた。それから何度も電話 
をかけるほど仲良くなり、一緒に美術展 
に行く事になりました。去年7 月 26 日 文 
での「マン•レィと友人たち展」で 
す。渋谷ハチ公前の交番で待ち合わせを 
すると、少女の様な花子さんが無*® E で 
待つていました。歩きながら「友達の漫 
画家が結婚してからつまらない_を書 
く様になつたので、私は結婚はしない」 
とか、堂に動める妹と一緒にバンド 
組んだ事がある」等の話を聞きました。 
僕が「山田花子って本名ですか？」と聞 
くと「秘齊です」と装 a えたのが印象的。 

(亡くなるまで本名は知らなかつた/) 
それが最初で最後のデートです。…その 


後も根本敬展で会うと、元気にはしやい 
でいて、僕の次のラィ、ブに本物の_を 
出そうと か、鳥人間コンテストで飛び お 
りた人の中には何人も死者が出たとか、 
とても楽しそうにし やべ り、 $に 少女 
の様な人だと感じました。やがて^に 
彼女の最初で最後の貴重な舞台を見る事 
が出来たのは幸運としか 言いよう があり 
ません/白夜書房® f のパ I ティで何と 
彼女は自分の漫画を舞台 化して ました/ 
それも一人十役以上、衣装変ぇも変装も 
ギャグとギャグの合間、段取りを無視し、 
客に向かつて「後少しだから我慢して下 
さい」と延 々30分以上やる という スゴ さ//: 
僕はそれを見て次のライブには絶対 出演 
して下さいと 頼むと、彼女 も 大乗り気で 
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OK しました。まずは3月17日の象さん 
のポットライブに出演1をしたのです 
が、2月頃からぶっつりと f が途絶ぇ 
てしまいました。そしてライブの i 刖日に 
「今、出られない所にいます…」と電話 
が、かかって f した。病院に入院して 
いて6月には出られそうとの事。僕は何 
としても次回の根本さん「こじきび 
んぼう隊」に出演してもらいたかったの 
で「がんばって下さい」と励ましました。 
それから2ヶ月ほどして、突然彼女から 
「具合が良くなりました。この間はすみ 
ません。次の舞台で何かセリフのある役 
を下さい」と電話が f した。僕は大喜 
びで彼女の為に役を作りました…が、数 
日後、彼女の父親から電話で、医者から 
止められていて、薬を飲むと夜眠ってし 
まうので出演は無理との事。本人に代わ 
ってもらい「すみません…でも絶対に当 
日芝居を見に行きます」と言葉を戴いた 
のがまさか最後になるとは…ライブの当 
日、僕は観客の煎で彼女の死を告げまし 
た。皆、ショックを受けていました。た 
ぶん、彼女は会場で見ていてくれたと思 
います。今まで僕が会った人の中で最も 
純粋な女性でした。純粋すぎたのでしょ 
う…でも僕 sB'i では、とても心を開いて 
くれ漫画ょり i がやりたいと Aa 後の抱 
負を語ってくれました。これからも長く 
友達付き合いを続けていけると思ってい 
たのですが…その代わりに思い出という 
形と作品が僕の心に残り続ける事でしよ 
う。近い内、必ず彼女の作品を舞台化し 
たいと思います。それが彼女の#^心を受 


け 継ぐ という 最良の形ですから。では、 
最後に彼女がアンヶートに書いてくれた 
言葉をに送ります。「人生は1回切り 
なんだから、どんどん、すきな ことを や 
った方がいぃですよ。」 

大機ケンヂ (筋肉少女帯}コメント 

山田花子さんの漫画の中に、「大槻」や 
「たまみ」という备刖がよく出て来てい 
たので、 とても 気になつていました。い 
つか機会があれば一度お会いしたい、と 
思つていたのに、それもかなわぬ事とな 
つてしまい、残今至極です。 

実は、筋少を支持してくれていた、京 
都の24才のパンクスのフアンが、突然亡 
つてしまつた事があつたのですが、やは 
り、自分のやつて いる 音楽を評価してく 
れた人が$にも亡つてしまうと、いた 
たまれないモノを感じます。 

山田花子さんの漫画を読んでいると、 
自分の高校時代を思い出してしまい、つ 
らい 部分もありました。山田さんと同じ 
ように、田心-一の他人とのコミュニケー 
ションがうまくとれない悩みの追^>自 
分 もやつ ていましたので…… 。 

マンガと音楽は スタィルこそ 違つても、 
根本的なところでは同じだと思います。 
このたびの事は残念の一言につきます。 
心より御冥福をお祈りいたします- 

^— (I 
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石野卓球さんが K つたサイン 
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石野卓球(電気 GROOVE ) 

山田さんとの初めてのコンタクトは、 

? 現在も僕がやっているラジオ番組に「ま 
んが：^ S 」 コーナーがあり、そのコーナ 
1あてに山田さん本人から単行本「嘆き 
の 天使」 が送られてきた事でした。 ヤン 
グマガジンの「神の悪フザヶ」以来、山 
田さんの作品には興味をもつておりその 
時すでに「嘆きの 天使」 は 持っ ていたの 
ですが、同封の手紙には「山田花子と い 
う者です、漫画家をやつております。も 
し良かったらコーナーでこの単行本を紹 
介して 下さい。」 といった内容が書かれて 
おりました。その^^達(電気 GROO 
VE ) がレギユラーで出演していたテレ 
ビ神奈川の番組っファンキートマト犯」 
0^- で$敬さんや友沢ミミヨさん^^々 
電気 GROOVE でやっていた、まんが 
のコーナー ( お笑ぃまんが道場のガロ版？) 
で何度かゲスト出演していただき、その 
番組を通じて初めて本人とお会いしまし 
た。本香刖に 楽屋で、 根本さんだったか 
友沢さんかに「山田花子さんです。」と紹 
介され、伏目が ちに あいさつを交したの 
を憶ぇています。当時は「嫌われてるの 
かな あ。」 と思いましたが、何回か会うう 
ちに そうでなかった事が分りホッとした 
のも憶ぇています。一度、本番終了後に、 
AT - 僕のところに山田さんが、かけ寄つてき 
二て、「卓球さん、これあげます。」と言つて 
^小さな封筒を差し出して、僕に渡すと、 
龄逃げるように去って行き、封筒の中を見 
安ると、「いなかつぺ大将」のシールが数枚 


入つていた事がありました。 

あまりのおどろきに、 断片的な思い出 
を語る ことし か出来なく申し訳ありませ 
ん。山田さんの身の上に どん^ ♦があっ 
たのか、今、現在、僕には分りませんが、 
自分の知り合い、しかも興味が持てる作 
品を生み出していた人が亡なるなんて、 
陳腐な表^ですが、悲しすぎます。 

安彦麻理絵 

山田さんがいなくなってしまつた。私 
ことつ てよ死んで というよりも、 いなく 
なつてしまつた とゆう 感じの方が強い。 

以前、ヤングチャンピオン誌上で山田 
さんと対談す ると ゆう企画があつて、そ 
れで初めて山田さん とお 会いしたのだが、 

その時秋田書店のカメラマンの方に撮 D 
つて頂いた、山田さんと一緒に写つてる 
を私は今でも持ってぃる。でも、死 
んだと聞かされてからは、私はその 
を、なんだかどうしても見ることができ 
なくて机の引き出しにしまつたまんまだ。 

それは、秋田書店の会議室の中で撮っ 
たものだったのだけれど、その時の山田 
さんは とても 陽気で、 そこら へんのモデ 
ルさん にも 作れないよ一な、ヘンテ コリ 
ンなポ I ズを次々と自らあみだしてゆく 
ので、私は「スゴィ人だなぁ一」とただ、 
ただ恐縮してたのを覚ぇている。でもそ 
んな私をみかねてか、山田さんは「安彦 
さんはダマッテルだけでもいいのよ。」 

と、私の頭を「さらさら」とゆーカンジ 
で、なでてくれたので私は「お姉さんみ 
たいな人だなぁ」と思った。 







r 無能の人！ 打ち上げパーテイで 
上 •.武内享さん、娃子能収先生と 
下.竹中直人監督' 風吹ジ ユンさ ん たちと 



その後、秋田書店のとなりにあるホテ 
ルエドモンドのレストランで編集さんを 
まじえて、食事などしたのだが、何を話 
したのかは余り覚えてないのだけれど 
別れぎわに山田さんから「お蓬になっ 
て下さい。」といわれたのは、八「でも忘れ 
ら n ない 

武内享(チェッヵ1、ス) 

彼女について想うこと 

人がア ー チ ストとして 作品を作る時 
そこには必ず自分の生き方が反映される 
つまり それは、自分の内面にあるモノを 
さらけ出す事であり、喜びや、苦悩、嫌 
_ 、悲し t いった数々の精神がスト 
レートに表現され たり、 又、エネルギー 
となつ て作品を生み出すのである。それ 
がた とえ、 まつたくのフィクションで人々 
に夢を与える ような モノであつても、自 
分の体験をふくらませたノンフィクショ 
咖ン的なモノであつても、まつたくもつて 
^非現実的な世界であつたと しても、そこ 
虽には何らかの作者の心が見えてしまうも 
I のである。つまり、 そう やつて自問臭口 
脚しながら、 結局は作品の中で自分を見せ 
am てしまう のがア ー チストの性ではなした 
^ろぅ か。 

g 山田 花子さんの作品の根底に流れるコ 

g ンセブト、「社会に対する非順窖ゃ舞 
U 感」というものは 誰でも確夹に体験する 
< DAJ 事で、たぶんその度合は人それぞれ違う 
1 に しても、 みんな一生付きまとわれるモ 
IX ノでぁる。 

_ 丄とて例外ではなく、こういう仕事柄 


卜 ぶんか 他人と 付き合う 事が うまそう に見 
えるかもしれ ないが、実は彼女の作品を 
士 冗んで あまりに も自分とぴつたりあては 
まる 事が多くドキツとする訳で、そうい 
う意味では「自分と同じような人がいる 
んご-といつ た希望や、どこか安心感を 
私に与えてくれるさくひんであった。で、 
彼女が作品を つくつ ていく中でどれくら 
い自分の中にある「慕」を増幅させて、 
{あるいは そのままの 形で)書いていた 
のかは 今と なっては私には解らないけれ 
ど、 それを童日く事により少しでも自分自 
身が楽になれば、そして、それを読んで 
共感しているたくさん の 入々、すなわち 
仲間がいる事がもう少しちやんと伝わっ 
ていればよかつたんじやないかなと思い、 

1フアンとしてとても残念でしかたがな ® 

r 〇 

「よく チェッカ ー ズのラジオきいてた 
んですよ。」とニコニコ笑って話していた 
彼女は、かわいくて^^にフッーの女の 
子だった。 

心から御冥福をお祈りいたします 

竹中直人 コメント 

彼女とは"無能の人"の撮影現場で根 
本君に紹介されて初めてお会いし^ • L 七。 
独特の雰囲気を感じる人で、絵にハマル 
いいキヤラクターを持つてるなと思いま 
した。$にもつたいないです。なぜま 

た自殺なんて . 。まだまだやらなけれ 

ばならない事があつたろうに . 。とに 

かく生きていて欲しかったです。心より 












と i つじ一!と#つじ (特殊音楽家) 

『ガ ロ』 は大好きな雑誌なので、僕は 
いつも何かしら書きたいなとは思つてい 
るけど、久々に童日く原稿が、まさかこん 
な tap * になるとは . いやはや。 

彼女は昔 (5 年以上前)からよく僕の 
公演を見に来てくれていて、会場で山田 
花子の姿を見かけたという噂はよく耳に 
していた。でも僕は、当時まだ彼女の顔 
を知らなくて、話をしたことはなかつた。 
それが今から一年半®刖のあるラィブで 
突然名乗りを上げて、挨拶に来てくれた。 
嬉しかったなぁ。だから直接お付き合い 
させて頂いたのは、それ以降だ。 

ところでは、ものすごい偶然を発 
見してしまつた。『嘆きの天使』を読み返 
してみたら、著者 プロフィ ー ルに196 
7年6 月 10 日 生まれとある。今日(この 
原稿を書いて いる日) は6 月 10日、なん 
と山田花子の誕生日ではないか。 

彼女が名乗りを上げてくれてから、も 
う既に何度も会つて、すっかり親しくな 
つた (少なくとも僕の方は そう 思つてい 
た) ある 日、彼女は あらたまつ た能 ^！V 
僕に こう 言つた。「あの一、 もしよ ろしけ 
れば、お友達になつて頂けませんか？」 
何を今 さら、 じゃあ八1では何だつたん 
だよ/「私、人間嫌ぃなんです。でも、 

とうじ魔さんとなら話せそ*から . 」 

とも付け加えた。光栄ではある。光栄で 
はあるが、あらためて言うなんて変な奴 
だなあ。ともかく、この日僕らは正式に 


A 山田とうじ魔友好条約 V を締結したの 

だ。 

それまで 僕は彼女の ことを 「山田さん」 
とか「山田花子さん」とか呼んでいたの 
だが、正式にお友達条約を結んだからに 
は、 もつ と馴れ馴れしく「花ちやん」と 
か「花子ちゃん」とか呼んだ方がいいか 
な、と思い「じやあこれからは何と呼び 
ましょうか？」と尋ねた。そしたら 「山 
田先生と呼んで」と命令されてしまつた。 

山田先生に最後に会ったのは、友沢ミ 
ミヨさんや福間ミサさんがやつてるリス 
という バンドのライブの時だつた。前に 
友沢さんがリスのライブに誘ってくれた 
時に山田先生も一緒にいて「とうじ魔さ 
んが行くなら、私も行く。」という！^^け 
の あるお 言葉をのたもうた。そして我々 
は示し合わせて、吉祥寺のマンダラ n へ 
とやって来たのだ。会場には、他にも大 
り合いがいて、ライブ終了^^がそ 
れらの人達と話し込んでいるうちに、山 
田先生は黙つて一人で帰つてしまつた。 
でも 僕は別に何とも思わなかった。だっ 
ていつもの こと だから。何の挨梭もなく 
プイと 消ぇてしまう彼女の奇行に、僕は 
もう 可回 も遭遇して慣れつ こに なつてい 
た。でも それが最後になつてしまうなん 
て。 

5 月 26 日、この日僕は下北沢に友達の 
芝居を見に行く ！ H 疋だった。そこへ突然 
山田花子の fh 報。狼狽した僕は何が何だ 
かわからなくなり、何も手に付かない状 
態になつた。何をしたらいいのかわから 
ないから仕方がない、予定どおり its す 


るし かない。下北沢へ行くと田北鑑生夫 
妻にばったり会った苗北さんは下北沢 
でブツ クス おり一ぶと いう 童日店を®呂し 
ていて、 とり •みきさんの漫画でも有 
名)。田北さんに山田花子の fh 報を告げる 
と、一緒にその死を惜しんでくれた。劇 
場では帖の担当® WT 田野辺 
さんに会った。芝居が終ゎった後、田野 
辺さんと飲みに行った。僕は また 山田花 
子の話をした。田野辺さんも大きな才能 
の損失を嘆いてくれた。 

この日僕は、やはり下北沢に来て良か 
つたと思った。なぜから友人に話すこと 
にょつ てだいぶ発散できたから。もし今 
§にも会わなかつたら、僕はもつとや 
りきれなぃ気持ちだったろう。持つべき 
ものは友璋ということか。そう田心うと 
山田花子とも、もつと早く友達になりた 
かったな。彼女がもっと早く名乗りを上 

げてくれれば、もっと沢山話せたのに . 

でも、 引っ込み思案な所が彼女の良さだ 
から仕方がない、良しとするか。合掌。 

知久寿焼 (たま) 

山田花子さんは、ひと足先にこの世の地 
獄か らぴょ おんと飛んで逃げてっちゃい 
ました。たしかに、飛び降り自殺の似合 
いそうな線の細い美しいはかなげな容姿 
の人でした。彼女の1を読んでると、 
まるで 自分の事が描かれてるょうな気が 
して 冷や汗をかく事がたびたびです。二 
百年後には きて る人なんてもう誰も 
居ないもん、と強がって出かけたお通夜 
では、突然 ことわり もなしに涙の馬鹿野 


郎がでしやばつて来て困つてしまいまし 
た。天 P ほんとうにありますように。 



大宮イチ (レコード歌手) 

「山田花子さんが死んだので」 


山田花子さんにとって、どちらにいる 
のがいいかなど、アタシにはわからない。 
悲しむべき ことなの か、お祝いなのかも 
わからない。ィワナはよっぽど綺麗な水 
にしか棲まないといぅ。そんな ことを 想 
い出した。 

初めてお会いしたのは根本氏の個展の 
時だった。智恵子に初めて会った光太郎 
のよぅな気がした。二人は同じ心で、け 
れど 光太郎は智恵子が羨ましい。綺麗な 
綺麗な、愛敬が、智恵子にはあるからで 
あります。 他の誰もが気付かない ことを、 
二人だけが気付いて目を見合って、ニヤ 
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ッとするょう^^ じで、お話しをした。 
お話しをしたのはそれが最後だつた。 

その後山田花子さんは、数少いアタシ 
の*足での舞台を、みにきてくれた。そ 
の時は、会ぇなかった。 

山田花子さんは、今年のお正月、年賀 
状をくれた。アタシはまだ^♦を書いて 
ぃなぃ。 

正直な、綺麗な綺麗な気持を持っ表現 
者にとつて日本国は砂 m でありま t 子 
供のょうな、天然に逆らわぬ、精神 
の純度が高ければ高い程、砂漠の渴きは 
采まつてゆきます。日本国は資本主義の 
国であります。そして、そのための教育 
世間体、 ジャ ーナ リズム。 これからも 
アタシ は日本砂漠に潜み、表現というテ 
ロルを続けてゆく所存であります。戦友 
を失つた気がする。 

音の無い世界の中で自分の呼吸の中に 
潜む金属音だけが、際限なく練り返さ 
れる。 

熱に浮いた、気の 遠さで、 

鍾乳洞の奥に眠る深い深い蒼い蒼い 
小さな池の底一無しへ向つて 
血を水に落とした時の 
血のスピィドで 
アタシのこころが 
沈んでゆく 

KERA ケラ 

( 劇団〃健康 " LONG VACATION) 

天久聖一、中川いさみ両氏に加え、山 
田花子さんに私が主催する集団"健康々 
の公演「愛と死」の脚本を^®した S 


二年 i 刖の久へのことだ」。 

その日、山田さんは居心地悪そうに我々 
の^ n 場のにポツリと座り、彼女の 
¢§5¢である"ケンヂとルリ子"のコント 
をじつと見つめて•いた。僕はなんだか申 
し分けない気分になつて 
「あの、こ一ゆ一ところつてやつぱり居 
づらいですか？」 

と B いた。すると 彼女 もまた 申し分けな 
さそう に 

「いえ、そんな、すみません」 

などと 言うものだから、私はそんなこと 
B くんじ やなかつた とより 一層申し分け 
なぃ気分になつて黙つてしまつたから彼 
女も黙つてしまつた。 

帰り 際に、やはり彼女は申し分けなさ 
そうに一本のカセットテープと魚のスタ ® 
ンプが押して ある 名刺をくれたので、私 
も申し分けなさそうに受け取つた。カセ 
ットテ ー プにはパスカル•コムラードの 
アルバムが録音されていて、それ以^^ 

よトィ•ピアノの音を聞く度に魚のスタ 
ンプ と、あの日の申し分けなさそうな彼 
女の姿を思い出してしまうのだ。 

山田さん、僕も、もちろんあなたも、 
申し分けないことなんかなにもしていな 
かつたのに、どうしてあんなに申し分け 
ない気分になつてしまつたんでしようね。 
なんて、^一|はそうした心境は寸分わか 
つているつもりです。お互い、その申し 
分けなさを、居心地の悪さを武器にして 
きたんですからね。また申し分けなく思 
いながら何か一緒に出来ると思つていた 
のに残念です。とても残念です。どう力 
安らかにお眠り下さい。 






(その②） 



南原四郎 (〃月光文化，編集長) 

年がバレるが、私には今のまんががよ 
くわからない。たとえば、吉田戦車。意 
味が分からないとか、そういうことより 
も笑わせたいのか、そうでないのかがは 
っきりしない。信用金庫の CM でアニメ 
になつたのを見て初めて、あ一、こうい 
うことをやりたかつたのか、 とちよ つと 
_した次第。その点、山田花子のまん 
がは、：に何を要求しているのか、よ 
くわかつた。それも身につまされるよう 
に、ヒシヒシとよくわかる。彼女のまん 
がの舞台である小学校というものが私の 
記憶にある三十$、というより戦後一 
貫してあまり変わつていないようで、そ 
のせいもあるかもしれない。 

そんなこんなで『月光文化』で彼女に 
書いても らう ことにした。その二作目(三 
号に掲載)がガード下の喫茶店の話で、 
「野ばら」という喫茶店に毎日のように 
靴みが•きのお婆さんがパチンコの景品を 
おみやげにもって現われるが、ウェィタ 
—達は迷惑がつている。しかしお婆さん 
はそのことに気づいていない(多分)と 
ぃう話でぁる。 

その原稿を受け取ったとき、彼女の作 
品の独特なエンディングについてし 
た。「考えてやつてんです か？」 と。 これ 
は言い方が悪かった。彼女はむっと して 
「もちろん、考えに考え抜いてやつて ま 
す」 と答えた。私が言いたかつた ことは、 
作者と して 言いたい ことを、 一旦全部書 
いてから、その言いたい部分をバツサリ 


切っているのではないか、と思ったのだ 
(「舌足らずな言い方」 どころ じやない0 
これではむっとされるのも無理はない) 
翌日彼女から電話があって、最後のコ 
マの文全部削ってくれと言ってきた 
私の推測はあたらず ともいぇども 遠くは 
なかったのだ。その文字とは「全然わか 
つてない」 という 文字であつた。 

「わかつてない」ことを「わからせる」 
ことを放棄したそのコマの§は喫茶店 
で一人コーヒーをすするお婆さんの^で 
白く輝いていた。 

加藤良一 (〃楽しぃ音楽.代表) 

高市由美さんに会ったのは今から五年 
くらい SV した。まだ山田花子さんには 
なつていませんでした。高市由美さんが 
山田花子さんだったというのを知ったの 
も実はごく最近のことでした。それで山 
田さんがまだ高市さんだったその当時、 
彼女は私が作ってぃる音楽グル—7°「楽 
しい音楽」のかず少ない応援者の一人で、 
私達の作ったレコードやテ I プを聴いた 
感想を丁寧なお便りで送ってぃただいた 
りしていました。それが縁でたつた一度 
だけ彼女は私の事務所に妹さんを連れて 
遊びに来てくれました。でもそれが今思 
うと高市由美さんこと山田花子さんとの 
最初で最後の顔を見てお話しすることが 
できる機4 T でした。その時の彼女の印象 
は明るくて暗いとつても感受性豊かな女 
の子だなと受けました。何かモノを造る 
ことが好きな人だなとも思いました。高 


悲劇か喜劇か!?ガ 







ました。 M 子校にもどこにも仲良しの友達 
がいなくて妹さんだけが自分にとっての 
かけがえのない親灰であること。新宿の 
ライブハウスでへビメタの人たちとおか 
ど違いのジョイントライブをしたこと。 
好きな音楽のこと。アメリーモランの唄 
がとつても臺いといぅこと。アメリー 
モランのテープはその時もらつて Ar でも 
聴いています。他にも色々とりとめもな 
い話をしてから帰り道に三人で一緒に豆 
腐ゴハンを食べてから別れました。井ノ 
頭線渋谷駅の階段を姉妹なかよく走って 
行く後ろ姿は今でも覚えています。その 
後ろ姿が高市由美さんこと山田花子さん 
を見た最後の後ろ姿でした。それからし 
ばらくして郵谭で高市さんからカセツト 
テープが送られてきました。それは私が 
是非、聴かせて下さいと言っていた高市 
さんの唄のテープでした。そのテ—7°の 
中で彼女はオルガンを弾きながら動謡を 
唄つていました。とつても無邪気なIIで 
した。つい最近そのテ—7°がひよっこり 
出て来ました。久しぶりに聴くその唄声 
は懐しくもありまた淋しいものでもあり 
ました。そして五年ぶりに出て来た高市 
さんのテープを聴いた半月後山田花子さ 
んの死を知りました。正直な気持ち彼女 
の死は現実のことと思えず別の世界での 
出^♦のよぅ(:思えてなりません。それ 
は私の心の中では、高市由美さんと山田 
花子さんがイコールで結ばれていないせ 
いかもしれません。しかし真実として私 
の知つているハ-一カミ屋で「楽しい音楽」 
が好きですと言ってくれた高市由美さん 


は山田花子さんという有名な家とい 
っしよに次の世界に旅立ってしまったの 
です。山田花子さんそして高市由美さん 
が死ぬ少し前、「楽しい音楽」の新しいレ 
コードが出^- H がりました。聴いて もら 
えな^て とても 残べふです。 もつと 早^出 
$がつていたら と 思つています。 

サヨウナラ高市由美さん。 そして 山田花 
子さん。 

原マスミ 

まだむかし、山田さんが生だった 
頃に彼女からよくフアンレターをもらい 
ました。その中で彼女は、将来マンガ家 
になりたいと云ってました。いつも 短編 
のコピーが同封されてありました。そし 
て何年かしてほんとにマンガ家になって 
しまいました。強い人だなと思いました0 

何度か彼女と話す® M がありました。 
彼女はいつもにこにこしています。でも 
何か二三 個 ふくみの あるような、 見たこ 
とのない変つた^ K でした。非常に口数 
は少ないのですが、ぎゆうっとテレパス 
を押し出す ような 感じの 寡黙 ?す。中心 
に固く強い軸をもつていてそこからこち 
らにジ ワリと 伝心を送つてく るよう な浸 
透圧の ある 寡熬です。そしてとてもとて 
も{らしい人でした。 

彼女が死を選んだ理由を知りませんが、 
その理由がどんなものであつたとしても 
きつと、「強い人」という印象は、やはり 
変らないような気が何だかするのです。 


どうぞ、ゆつくりと休んで下さい0 


石川浩司(たま) 

お元気で。 

山田花子さんに初めて会ったのは、確 
か今から四年 S 刖の事でした。友人の雑 
誌！ HWPS 君が、当時アマチュアだった 
僕の 「たま」 のライブに、彼女を連れて 
きたのでした。 

「『ヤングマガジン』に『神の悪フザヶ』 

を 連載して いる 山田花子さんです。」メジ 
ャー誌での漫画家と いうこと だけで、「ス 
ゴイ 。そんな有名な人が ライブを 見に来 
て くれるな んて。 」と 単純に思つたりしま 
した。マンガから相、 M される よりも美人 
だな、 という 印象がありました。 

その後、マンガの中に「ね一ぇ来週た 
ま(つてゆうバンド)のライブあるよつ、 
行こうね一」というセリフが出てきて二 
ヤリ としたり、ついには当^が発行し 
ていたせいぜい部数50部のミニコミに、 
作品を送っていただいたりして、「おお 
っ、プロの人が、ロハで/」と単純に喜 
んだりしました。 

そうこうしてるうちに「たま」 の 方が 
ちよつ と +t しくな つてしまつたりして、 
顔見知りと友人の間の「中途半端な知り 
合い」 のま ま、時間が過ぎて ゆきました。 
何かの折にひよいと顔を合わすと、お互 
い、一瞬、虚を突かれたお見合い装に 

なつてしまつて、「あつ、あつ、あつ、ド 


ウモ。 」と首 を ヒヨコンと してシド ロ モド 
口になつてしまつたりしました。 

僕は実は、其$的には人と接するのが苦 
手で、いや苦手というより考えてしまう 
ので、 それが面倒臭い自分の性な のです。 
この人と、争いにならない様、 どうゆう 
話し方で、何を話したら 一^®手との コ 

ミュ ニケー シヨンがスムIズにいくか。 

とにかく険悪な雰囲気の_に自分が居 
ることが、何よりも泣きたくなつてしま 
う程、嫌なのです。だから、そうならな 
い様、そこから逃げる為の コミュニケー 
シヨンという物が、僕にとつてとりあえ 
ず、現実のあらゆる場面において一番大 
事なわけです。そうゆう事で、常に コウ 
モリ会話をして生きてきたのです。が、 

時々、それを見透かされる人がいると、 
ドキッとして何も話せなくなつてしまう@ 
のです。 

山田花子さんの場合 もそうゆう 人で、多 
分、本人は 見透かそうなどという 章劣心は 
なくても、ミエ チ ヤッ テルのが こつち に 
もヮヵッチャウので、お互ぃ会話の間合 
いがうまくとれなくて、 妙に 才口オロし 
てしまう のでし ょう。 で^^ H はそう い 
う風に ミエ チャウものだからかぇって人 
とのつき合いが不器用な人、社会との間 
がどうしても ズレち やう 人。 そんな 人が 
僕には どう： tgg もなく、 愛おしいのです0 
自分と似ているのです。 

だから、山田花子さんも、新しい暮ら 
しを始めている事と思いますが、どうか、 
そのままで。そのままがいいと思います0 
お元気で。- 








に変つてしまつたが、私の ノート の一頁 
には、まぎれもなくあの時の山田花子が、 
少しはにかみながら_んでいるのであ 
る0 

冥福をお祈りする。 


彦さんの手帳 


手塚能理子(本誌編集者) 

私が*:^堂を一度退社してしばらくた 
った頃、その時住んでいた高円寺の部屋 
に、妹の高市真紀と一緒に遊びに来てく 
れた事がある。その時以煎私が週刊宝 
石のマンガ書^* V 、彼女の単行本「神 
の悪フザケ」 を_な 文章でもって紹介 
したのを覚えていてくれて、「あ、あの時 
はありが とうご ざいました。あの凄く、 
嬉しかった、です …… 」 と眩くょうに 言 
ってくれた。彼女の声を聴いたのはこの 
時が初めてだった。溶けてしまうのでは 
ないかと思うくらい、か細い声だった0 

あれから、いろんな場所でいろんな場 
面の山田花子と遭遇した。しかし、彼女 
はいつも決って、伝えたい事を一気に早 
口でしやべり、 それに私が答える と「二 
ツ」とほほ笑む。そして満足そうにその 
場を立ち去ると、 また 口数の少ない元の 
に戻ってし まう のだった。 

でも、私はその「ニ ツ」 がとてもかあ 
いらしくて 好きだつた。ずつ とし やべる 
チヤンスを待ち、 サツと 駆け寄っ て 話し 
かけてくる、伝えたい事が思うょうに伝 
わると、一瞬だが そうして 全身に喜びを 
表す、 その 能變が一生 f で i なのだ0 
たった二、三分の事なのだが、口数の少 
ない彼女に して みれば、大変なエネルギ 
1を要する事だったと思う。 

M といえば、山田花子は自意識に対 
しても、非常に健気であつたと思う。そ 
れは漫画にも スト レ I 卜に 表れていた。 
その結果、彼女の漫画から飛び出す、ひ 


ねりの無い強烈なパンチは、 f ょりも 
何ょりも、実は彼女自身にストレートに 
向かつ て 行つ てしまつた のか もしれ ない0 
去年の11月に、私は山田花子に、 

「毎回 4 頁だけれど、もつ とい ろんなも 
のを付けたして、8頁くらいで描いてみ 
ない？」と話を持ちかけた事がある。も 
つと距離をおいて、もつと貪欲に描いて 
欲しかつたからだ。けれども彼女はしば 
らく考えてから、 

「自分 もそう したいんだけれど、 どうし 
ても描けないんです。でも頑張りますか 


と、健気に眩くのだった。 

一番好きな漫画の世界に身を置きなが 
らも こんな 形で逝つ てしまった 山田花子 
を 想うとやり 切れない 気持ちになる。勝 
手な言い分ではあるが、 さらに 歳を重ね 
れば、健気 さ だけでなく、貪欲 さ だって 
身に着けられた かもしれ ない。貪欲は時 
には過去を違った形で見せてくれる。自 
分の無駄だと思っていた部分に面白い色 
を付けてくれる。 

しかし、そんな技も身に付ける事無く、 
ただひたすら篤 S に生きた山田花子は、 
それこそ"神の悪フザケ"のょうなこの 
世の中でぷ嘆きの天使4として生きる人々 
の中のひとりであったのかもしれない。 

初めて会った時山田花子は、真紀の 
後に隠れるょうにして、ぺコリ、と傾を 
下げた。彼女がガロに登場してから2年 
の頃だった。.私は その ^年下の友達が 
またひとり増えた、とひね くれ者にして 
は賽にもそう思つたのを、覚えている。 


湯村輝彦 

「ガロ」編集部から、山田花子の『嘆き 
の天使』の装丁をやってもらぇないか?? 
と i があった。二年前の、丁度今頃の 
ことで ある。嬉しかつた。即 OK // : し 
た。 

私は、いわゆるガロ的な漫画というも 
のを、絵が面白い=好きな漫画という勝 
手な視点から楽しんでいたので、山田花 
子は、断然好きな漫画家の一人であった 
のだ。 

打ち合わせの日、午後三時おヤッの時 
間(私はこの時間帯に打ち合わせをセッ 
卜することが 多い)に、谷 田部 記者に連 
れられて、おさげ髪の山田花子が赤いベ 
レー帽で現れた。 

甘い日！^ Q - と渋い日本茶…ポツリ、ポツ 
リ喋る山田花子を中心に、ゆっくりと時 
間が流れていく中で、私は、山田花子自 
身の_を使って装丁したいと思い始め 
ていた。 

撮影の日も、山田花子は赤いベレー帽 
でやって来た。この日、私は急な用事で 
途中から現場を離れなくてはならず、最 
後まで撮影に立ち合うことが出来なかつ 
たが、後日、送られてきた山田花子の写 
真からは、私の思つていた通り、どこか 
遠い昔の 日に 嗅いだことの あるょう な、 
懐かしい香りが する のだった。 

あの日以来、今回の悲しい知らせを受 
ける まで、私は山田花子に会う ことはな 
かつた。 そして、 現在、 ロケ 現場となつ 
た古い仕事場は取り壊され、新しい建物 











